
第 19回佐久新校再編実施計画懇話会 

 

                      日時：令和６年３月 28日（木）  

午後６時から７時 45分 

会場：長野県佐久合同庁舎講堂 

 

＜次 第＞ 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 会議事項 

  （１）第 18回佐久新校再編実施計画懇話会まとめについて 

 

（２）前回出された意見に対する検討状況報告 

    ・統合方法について 

・通学の安全性、利便性向上について 

    ・校地拡幅と施設整備基本計画について 

     

 （３）佐久新校施設整備について 

     ・ワークショップ報告 

     ・現時点での配置計画について 

     ・意見交換 

 

 （４）来年度の予定について 

 

４ その他  

  第 20回佐久新校再編実施計画懇話会について  

【日時】４月 23日（火） 午後６時より 

【会場】現在調整中 

 

５  閉 会   
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　事務局

(教頭)・事務局長  橋爪　俊彦 (教頭)・副事務局長 　栁澤　弘蔵 主幹指導主事

臼田　賢治 　有坂　清明 主任指導主事
（佐久新校担当）

市川　尚智 　井出　敦 主任指導主事
（佐久新校副担当）

渡邉　武志

山口　達之

　野沢南高等学校　校長

再編
対象校

地域

同窓会

ＰＴＡ

学校
関係者

　中村　信秋

　佐久中学校長会　会長

　全佐久ＰＴＡ連合会　副会長

　野沢南高等学校　生徒会長

　野沢北高等学校　生徒会副会長

　野沢北高等学校　生徒会副会長

　野沢北高等学校　生徒会長

　佐久小学校長会　会長

自治体

産業界

　臼田　賢治

　山下　純一

　柳沢　敬

　西澤　克弥

　川本　舞

　佐藤　佳乃

　木内　あかり

　林　　広陽

　嵯峨　優空

　森泉　雄二

　小林　新治

　竹内　由貴

　渡辺　仁

  坂川　和志

　山越　あゆみ

  市川　俊一

　長田　芳子

　吉岡　徹

　原　　啓明

　廣末　恵子

　堀内　ふき

　白鳥　敬日瑚

清水　貴弘

　南佐久郡町村教育委員会連絡協議会　会長

　佐久市教育委員会　教育長

　佐久市　副市長

所属等

野沢北高等学校 野沢南高等学校 高校再編推進室

　社会医療法人恵仁会　医師

　佐久大学　学長

　マイクロストーン株式会社　代表取締役社長

　佐久総合病院　統括院長

　佐久商工会議所　副会頭

　野沢南高等学校ＰＴＡ　会長

　野沢北高等学校ＰＴＡ　会長

　野沢南高等学校同窓会　会長

佐久新校再編実施計画懇話会 構成員名簿

　野村　雅幸

山下　純一

阿藤　正彦

　神岡寿賀子

　野沢北高等学校同窓会　会長

　佐久地域振興局　局長

　榊　　祐史

　吉岡　道明

  畠山　啓二

氏名

　野沢南高等学校　教諭

　野沢北高等学校　教諭

　野沢北高等学校　校長

　野沢南高等学校　生徒会副会長

　野沢南高等学校　生徒会副会長



第１８回 佐久新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 

日 時 令和６年（2024年）２月８日（木） 18時 00分～20時 00分 

場 所 長野県佐久合同庁舎 講堂 

出 席 
（敬称略） 

畠山啓二，吉岡道明，榊祐史，坂川和志，渡辺仁，白鳥敬日瑚，堀内ふき，廣末恵子，原啓明， 

吉岡徹，長田芳子，市川俊一，山越あゆみ，竹内由貴，嵯峨優空，林広陽，木内あかり，佐藤佳乃，

河本舞，西澤克弥，柳沢敬，山下純一，中村信秋，臼田賢治 以上 24名 

傍聴 22名 

事務局 
野沢北高校：野村教頭（事務局長），阿藤教諭，神岡 教諭，清水教諭 
野沢南高校：橋爪教頭（副事務局長），市川教諭，渡邉教諭，山口教諭 
県教育委員会：宮澤室長，堀田企画幹，栁澤主幹指導主事，井出主任指導主事，有坂主任指導主事 

当日資料 
次第，第 17 回懇話会まとめ，佐久新校施設整備の今後の予定，定時制に係る諸事項，第１回教職

員ワークショップ報告書，グループワークのテーマ 
 

会議事項 
（１）第 17回佐久新校再編実施計画懇話会まとめ 
（２）統合方法について 
（３）佐久新校施設整備について 
    ・今後の予定  ・定時制に係る諸事項  ・報告事項（ワークショップ、学校視察） 
    ・前回意見交換に対する県教委の考え方  ・グループワーク 

 

主な内容（要旨）  →県教委回答 
＜統合方法について＞ 資料を基に説明 

○両校の特徴の違いがあるので、年次統合の方が良いのではないか。 

○生徒としては入学した学校と卒業した学校の名前が同じ方が良いと感じるので、年次統合が良いと思う。 

（座長より）県教委でメリット・デメリット・地域特性を考慮し、次回以降の懇話会で方針を示してほしい。 

＜佐久新校施設整備の今後の予定について＞ 資料を基に説明 

○２月１日に提案書を提出した際に、内堀教育長から本日示されたこのスケジュールに縛られるものではない

という言葉があったと思うが、それでよいか。 

  →スケジュールありき、結論ありきで進めるものではない。その時々に考え方を示しながらキャッチボール

をして進めていきたい。 

＜定時制に係る諸事項について＞ 資料を基に説明 

（質問・意見特になし） 

＜ワークショップ報告、視察報告＞ 資料と口頭で説明 

（質問・意見特になし） 

＜前回の意見交換に対する県教委の考え方＞ 

→・現在の校地において「長野県スクールデザイン 2020」に示すコンセプトの実現については不可能ではない。 

 ・一方で通学の利便性と安全性の確保については課題として認識している。 

 ・施設整備にあたっては厳しい県財政の状況を踏まえ、活用できる校舎については基本的に活用する。 

 ・西館については必要に応じて普通教室への改修をしたうえで引き続き活用したい。 

（座長より）この後のグループワークで忌憚のない意見を出してもらいたい。 

＜グループワーク＞ 各グループのまとめは別紙のとおり 

（Ａグループからの発表） 

 ・施設、設備について…自習室、落ち着いて勉強できるスペース、トレーニングルーム、Wi-Fi環境の整備 

 ・安全性確保について…道路拡張、車と人の動線を分けるための校地拡張 

（Ｂグループからの発表） 

 ・施設、設備について…生徒が集まれる場所、更衣室の確保、ひとりでいたい人のためのスペース、夜間照明 

 ・安全性確保について…校地を拡張して西側にもうひとつの入口をつくる、車の侵入制限、歩車分離 

（Ｃグループからの発表） 

 ・施設、整備について…個別で自習できる部屋の一方で仲間と会話しながら学習できる部屋（両面から検討が

必要）、佐久の自然が感じられるようなガラス張りの場所、部室の充実 

 ・安全性確保について…正門で危険を感じるので駐車場やロータリーの工夫・研究が必要 

（Ｄグループからの発表） 

 ・施設、設備について…探究のやりやすさ、地域と協働できるスペース、部室の充実、先生方の心身の健康を

保てるスペース 

 ・安全性確保について…ロータリーの拡張、駐車場の確保、国道 141号から入ることのできる道路 

 



第 18 回佐久新校懇話会   ～グループワーク概要～ 

【グループ A】 

 進行：宮澤室長  記録：橋爪教頭 

＜テーマ１＞ 

・一人で集中できる間仕切りや仲間と相談できるスペースがある自習室 

・トレーニングルーム 

・落ち着いて学習できる教室・環境 

・強靭な Wi-Fi環境や急速充電が可能な設備 

 

＜テーマ２＞ 

・南側道路の拡幅は可能か 

・校地の拡張は自動車と歩行者の動線を分けることが目的 

・駐車場に入る道が狭い 

・今後の 30年～40年後のことを考えると校地拡張は必須 

 

 

【グループ B】 

 進行：堀田企画幹  記録：野村教頭 

＜テーマ１＞ 

・休み時間や授業で集まれる場所が各所にあるといい（丸テーブルがあって気軽に集まれる場所など） 

・探究学習を行う際、専門的な書籍が近くにありホワイトボードが各所に設置してある探究室 

・視線が気にならない更衣室、生徒の安全確保のためのセキュリティー 

・地域の人とかかわりを持てる交流スペース（地域連携協働室） 

・大人と生徒の感じ方のずれが無いように 

・多くの人と一緒にいることが苦手な生徒のための居場所や自習室、交流室 

・ICT、デジタル機器が常時使用できる環境 

・班活動がしっかりできる施設、照明設備 

 

＜テーマ２＞ 

・ロータリーを広げただけでは大型バスが入れないし、駐車場が狭いため校地を拡幅する必要がある 

・歩車分離を図り生徒の送迎を安全に行えるスペースの確保 

・西側の田んぼを駐車場にして入口をつくりロータリーにする 

・南側の道は歩行者専用とする（市と交渉できないか） 

・スクールバスを出して欲しい 

・時間帯で車の侵入制限ができないか 

・生徒の利用が多いグランド周辺の道が狭く視界が悪い 

・校地を広げた上での基本設計は可能性がある。数年後に建て替えることは非効率 

・南側の道は両方向からの車が正門に集中する構造であるため、西側の出入り口が必要 

・避難所として機能できる環境づくりが必要 

 

 



第 18 回佐久新校懇話会   ～グループワーク概要～ 

【グループ C】 

 進行：栁澤主幹指導主事  記録：倉坪教頭 

＜テーマ１＞ 

・放課後や自由時間に学べる場所、個別のスペース 

・書類等が自由にコピーできる設備 

・オンライン対応できるモニターを多数（プロジェクターでは見にくい） 

・談話可能で課題作成など友人と一緒に学べる場所、佐久の自然が感じられるガラス張りのスペース 

・カフェのように自由に話ができる居場所 

・地域連携で地域の人が入りやすいつくり 

・情報発信できる施設、地元をアピールできる場所 

・広く使いやすい班室 

 

＜テーマ２＞ 

・正門付近やロータリーは車の出入りが多く危険を感じる 

・歩道の整備が必要 

・路上駐車をなくす工夫、送迎のための駐車場をつくる、入口と出口を分ける 

・南側の道路を有効に活用するための方策 

・野沢南の方が駐車環境は厳しく行事の際の駐車場問題は深刻 

 

 

【グループ D】 

 進行：井出主任指導主事  記録：神岡先生 

＜テーマ１＞ 

・探究活動が校内外でできるように出入りしやすいつくり、中庭などの整備 

・生徒の探究学習に地元企業等が協力しやすいスペース（外から入りやすい） 

・自由に自学自習できるスペース、間仕切りのある空間が点在している 

・職員が休憩できるスペース、心身ともに健康であるため職員のための環境整備 

・バスや保護者の迎えを待つための居場所（放課後遅くまでいられる） 

・学びのスペースがフレックスに変えられる工夫 

・班室の整備 

・予算の関係があると思うが、一部を残さずに今後の 30年後を考え大幅に一新すべき 

 

＜テーマ２＞ 

・自転車は東側、送迎の車が正門、歩いて正門から入る生徒はわずか、正門から入りたい気持ちがある 

・自転車と自動車の動線の区分けが必要、そのために南側道路沿いにスペースを設け校舎全体を北側へ 

・現在のクラス数でも安全性が確保できない状態、統合するとなるとスペースは必要 

・西側のバイパスから直接入れるように敷地を拡幅すべき、入口を増やす 

・防災の観点から、避難所の指定を考えると入口が複数あるとよい 

・（保護者としては）駐車場が広いとありがたい、車の時代に対応した環境づくりが必要 

・ゼロカーボンの観点から、送迎に頼らない通学方法を生徒自身が考えることも必要 



校地拡幅の必要性についての検討状況 

高校教育課 

高校再編推進室 

 

１．背景 

  校地拡幅を求める意見を受けて検討するに至る 

   ・佐久新校創設推進協議会の要望書（令和５年８月 10日提出） 

・「学校規模が大きくなる。現在の敷地では足りないのではないか」（第 17回 

懇話会、プロポーザル提案書説明を受けての意見交換での構成員の発言） 

   ・通学の安全性確保から校地拡幅を求める声多数（第 18 回懇話会グループワ

ークより） 

 

２．校地拡幅の必要性について 

   ・新たな学びを実現するための必要諸室の整備は現校地で実現可能 

   ・野沢北校地で施設整備を進めるうえでの課題の抽出、整理 

     →周辺道路の交通渋滞、送迎の車の乗り入れによる混雑、車と歩行者の動

線が同一 

   ・上記課題の解決に向けた方策を多面的な視点から調査、検討 

   ・上記課題が校地拡幅でしか解決できないと判断される場合 

     →校地拡幅の方針を決定、知事部局との協議を開始 

 

３．検討の期限 

   ・校地拡幅の必要性についての検討は今後継続していく 

    （校地拡幅の必要性を判断するための主な検討・調査内容） 

      生徒・保護者の意見聴取、詳細な通学状況（方法）調査、道路状況調査、

佐久市やバス事業者との協議 

        →判断材料を得るために一定の時間が必要 

・一方、現時点での課題は学びの実現のための必要諸室の整備とは異なる視

点からの検討が可能なため、施設整備はスケジュールどおり進めたい 

 

  

 

 

 

施設整備のスケジュール（前回資料提示） 

 ・基本計画策定（令和６年６月末） 

 ・基本設計（開始予定は令和６年 10月、完了予定は令和７年３月） 

 ・実施設計（開始予定は令和 7年４月、完了予定は令和８年３月） 

 ・工事開始（開始予定は令和８年３月） 

 ・新校開校（令和 11年４月） 



◯参加者：
・探究学習や地域連携に関わるみなさん
・野沢北高校・野沢南高校同窓会のみなさん
・長野県教育委員会
　+設計JVチーム（ファシリテーター）　合計42名





[地域と連携した探究学習とは]

[地域と連携した探究学習にふさわしい空間とは]

[佐久らしい、佐久ならではの地域連携・探究学習とは]

[地域と連携した探究学習とは]

[地域と連携した探究学習にふさわしい空間とは]

[佐久らしい、佐久ならではの地域連携・探究学習とは]

[地域と連携した探究学習とは]

[地域と連携した探究学習にふさわしい空間とは]

[佐久らしい、佐久ならではの地域連携・探究学習とは]

[地域と連携した探究学習にふさわしい空間とは]

[佐久らしい、佐久ならではの地域連携・探究学習とは]

[地域と連携した探究学習とは]



◯参加者：
・野沢北高校・野沢南高校の1,2年生のみなさん
・長野県教育委員会
　+設計JVチーム（ファシリテーター）　合計約26名





[普通教室まわり]

[メディアセンターまわり]

[普通教室まわり]

[メディアセンターまわり]

[普通教室まわり]

[メディアセンターまわり]
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(西
向
き
教
室
案
)



N

配
置
計
画
図

既
存
校
舎

既
存
校
舎

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
 

ひ
ろ
ば

班
活
の
 

ひ
ろ
ば

南
 
館

既
存
大
体
育
館

小
体
育
館

岳
南
会
館

プ
ー
ル

運
動
場

既
存
弓
道

探
究
の
 

ひ
ろ
ば

配
置
計
画
：
C案
を
有
力
案
と
し
て
検
討
中

班
室

駐
輪
場

駐
車
場

新
校
舎



令
和
9年
夏
ご
ろ
完
成

令
和
11
年
春
ご
ろ
完
成

N

配
置
計
画
図

建
替
え
計
画
：
段
階
的
な
建
替
え
に
よ
り
野
沢
北
高
校
の
学
習
環
境
を
維
持

既
存
校
舎

既
存
校
舎

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
 

ひ
ろ
ば

班
活
の
 

ひ
ろ
ば

南
 
館

既
存
大
体
育
館

小
体
育
館

岳
南
会
館

プ
ー
ル

運
動
場

既
存
弓
道

班
室

駐
輪
場

駐
車
場

新
校
舎

探
究
の
 

ひ
ろ
ば



運
動
場

職
員
室

事
務
室

小
体
育
館

プ
ー
ル

音
楽
棟

特
別
 

教
室

メ
デ
ィ
ア
 

セ
ン
タ
ー

保
健
室

岳
南
会
館

駐
輪
場 1階
平
面
図

2階
平
面
図

平
面
計
画
：
C5
案
を
有
力
案
と
し
て
検
討
中

3階
平
面
図

大
体
育
館

南 館

地
域
連
携

ゾ
ー
ン

特
別
教
室

特
別
教
室

普
通
教
室
・
2年

普 通 教 室 ・ 3 年

駐
車
場

普 通 教 室 ・ 1 年

管
理
諸
室
(定
時
制
)

会
議
室普 通 教 室 ・ 3 年

普 通 教 室 ・ 1 年

普
通
教
室
(定
時
制
)

普
通
教
室
・
2年

部
室

(班
室
)

探
究
の

ひ
ろ
ば

班
活
の

ひ
ろ
ば

部
室

(班
室
)

駐
車
場
 

(送
迎
・
定
時
制
)

駐
輪
場
 

(定
時
制
)

定
時
制
管
理
諸
室

を
独
立
設
置

職
員
室
を
2

階
に
配
置

定
時
制
普
通
教
室
を
全
日
制

普
通
教
室
エ
リ
ア
か
ら
分
離

異
学
年
交
流
し
や
す
い

学
年
配
置

特
別
教
室
を
1階
、
普
通
教
室
を
2,
3階

に
配
置
、
明
快
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ

文
理
融
合
・
 

探
求
学
習
 

ゾ
ー
ン
を
形
成



令和６年度佐久新校再編実施計画懇話会の予定 

高校再編推進室 

 

１．主たる意見交換のテーマ 

   ○施設整備に関すること 

     ・基本計画策定、基本設計と進めていく中で、引き続き意見交換を行う 

   ○校名検討に関すること 

     ・校名検討の手順について両校事務局内で検討、懇話会で意見交換 

     ・校名の選考方法についての意見交換 

     ・校名の選考 

   ○その他 

 

２．懇話会の開催時期 

   ○令和６年度中に５回程度の開催を予定 

     （４月、６月、９月から２月の間に２～３回程度） 

 


